
６月は 「ロータリー親睦活動月間」 です 
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国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク 



ガバナー メッセージ 

「ロータリー親睦活動月間」に寄せて 

 さて、6月はロータリー親睦月間(Rotary Fellow- 
ships Month)です。ロータリー章典によりますと、 ク
ラブと地区は、特にロータリー親睦活動月間である 
6月中に、親睦活動を推進するよう奨励されている
と あります。ロータリーにおける会員同士の友情、友
愛 の育むための親睦活動を推進することが奨励さ
れています。 

 国際親善と善意の重要性を認識して親睦活動へ
の参加の増加とプログラムに対する理解を促進さ
せる為、RI理事会によってロータリー親睦活動月間と
して指定されています。 

 日本ではよく、ロータリーの原点 は「親睦と奉仕」
だと言われています。実際、ロータ リーの二本の柱
として、親睦と奉仕を挙げることが多いです。 

 

「親睦活動月間とは？」 

 岸和田東ロータリークラブに入会させて頂き25年になります。必ずと言って良いほど、毎年親
睦活動委員会が企画された親睦活動に参加して会員同士、ご家族の繋がりを強くしてきました。 

 全てが私の人生の思い出の1ページに刻まれています。気になり調べてみますと、ロータリー親
睦活動というのは、クラブ内の親睦活動を指すのではなく、英語の「Rotary Fellowships」が元に
なっていてむしろ、国際奉仕活動に属する概念の様です。 

 幅広い職業や趣味などをお持ちの会員の集まりがクラブであり、私は、公式ガバナー訪問を
80％はリアルで暖かく迎えて頂き、訪問することがせきました。 

 そこで学んだ事は、会員数が多く維持できているクラブの共通点は、クラブにゴルフ・カラオ
ケ・ハイキングなど同好会があり、繋がりを深めているのです。国際大会も積み立てをして毎年会
員で参加されているクラブもありました。「国際的な同好会」で対外的な奉仕活動を伴うのが
「ロータリー親睦活動」なのです。 

  ポール・ハリスがロータリークラブを創設した理由を聞かれて 「ただ寂しかったから」 と答えら
れたそうです。私達の周りに寂しく、友人を求めていらっしゃる方はいらっしゃいませんか？ 

  是非、入会していただきロータリーの友を作り親睦を深め、共に救いを求める声に寄り添い、世
界で良い事をいたしましょう。 

 

 

         
Rotary International District 2640 

Hideka Fujii 2020-21  Governor  



 2020〜2021年度RIの会長初めてのドイツから
のホルガー．クナーク氏はテーマを「ロータリー
は機会の扉を開く」課題を「機会」ととらえるの
がロータリー流の発想です。110年以上にわたり、
世界の切迫したニーズに応えるために、平和の
促進、非識字と貧困の緩和、きれいな水と衛生設
備の提供、疾病の予防と治療、環境問題に地元や
海外で人道的な課題に取り組むプロジェクトを
行っています。 

 私たちは120万人以上の奉仕の心をもつ会員
から成るネットワークです。私たちロータリアン
は、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、
持続可能な良い変化を生むために、人びとが手
を取り合って行動する世界を目指しています。た
だし、奉仕の機会の扉は、新型コロナウィルス感
染拡大のため多くが閉ざされてしまいました。こ
の新型コロナウィルス感染症の終息時期は、いま
だに見えません。特効薬やワクチンが行き渡る前
にすでに「変異種」が複数確認されて国内で蔓延
し、緊急事態宣言も再延期されました。 

 このような中最善の感染予防を実施してオリ
ンピックは開催されるようです。人類は過去多く
の感染病や災害と戦い多くの事を学んできまし
た。 

 今回も人生は仏教用語の「無常」であるという
ことを教えられました。仏教用語で（無常）良き事
も悪しき事も常にあらず。永遠に続かないという
事です。 

 マスクを着けた無表情
の人達が足早に街を行き
交っている中、お花屋さ
んでは色とりどりの紫陽
花の花が所狭しと、並ん
でいます。花言葉が気に
なり、調べてみました。
（移り気 無常）でした。この頃私はガバナーとし
て、何をして差し上げられたのだろうか？とよく
思います。デグジネートの時から多くの企画を考
えましたが、その多くが中止になりました。 

 今年のクラブ会長も同じ思いです。国際協議
会はサンディエゴで開催され同期のガバナー、
生涯の友と親交を深める事が出来て共に学ぶこ
とができました。ガバナー公式訪問ではこのよう
な折ですが、80％対面式での訪問、後はZOOMと
DVD視聴で終える事ができました。暖かく迎えて
頂き厚くお礼申し上げます。 

 クラブバナーに対する思いのたけを知り、ガバ
ナー事務所に掲示したくお願い申し上げましたと
ころ全クラブから提供頂き、皆様足を止めて観て
おられます。 

 皆様は今までの人生で神様や仏様に手を合わ
せて、お願いをされた事（病気治癒、合格祈願、
etc）が一度や二度、あったと思います。 

   

親愛なるロータリアンの皆様への最後のガバナークリップ 

【次ページへ】 



 10月24日、世界ポリオデーに世界遺産の高野
山にて宗派を超えて、ポリオ根絶及び新型コロナ
ウィルス感染終息祈願法会を高野山RCの協力を
得て執り行うことができました。世界に同時通訳
にて発信もいたしました。反響が大きくテレビ報
道、新聞各社にも取り上げられ、ポリオ啓蒙活動、
広報、公共イメージ向上にも繋がったと思います。 

 １週間遅け
れば無観客で
の開催となり
ました地区大
会。今年、不完
全燃焼で終え
ることになる
クラブ会長に
スポットをあて
て、新 型 コ ロ

ナウィルス感染予防の為密を避け、会長、幹事様
と地区役員のみに参加していただき開催する事
ができました。 

 今年、日本にロータリークラブが出が来て100
周年の節目の年に会長、幹事を務める事ができ
たことを、誇りに思っていただきたいです。アン
ケートの結果でもロータリークラブの認知度が低
い結果が出ておりますことに目を向けて、（日本
のロータリ−100周年の記念品）を考えました。 

 私が岸和田東ロータリークラブの会長を務め
させていただいたおり、正式ロゴの大きく入った
ベストを作りクラブの会員の皆様に、配布いたし
ました。清掃などの奉仕活動に着用しておりま
す。好評で、何処で制作したのか良く問い合わせ
がありました。2640地区全会員、ローターアク
ターにお配りいたします。奉仕活動の時に着用し
ていただければ、公共イメージ向上、認知度向上
に役立ち会員増強にも繋がれば、嬉しく思います。 

 例会が休会になり会員同士の繋がりがなくな
り、退会が懸念されました。このような中でも万
全の感染予防対策をされて、例会を続けられて
いるクラブや、オンラインでの例会で繋がりを持
ち続けておられるクラブがあります。 

 ガバナー事務所でも75インチのTVを購入し、
オンライン会議に大活躍です。来る東海南海トラ
フなどの災害に備えて、ITリテラシーを構築させ
てください。画面の向こうには、マスクの無い
ロータリーの友の笑顔に逢えます。 

 

 

 コロナ禍の中での奉仕活動報告には感動いた
しました。そのような中で印象に残っているに
は、和歌山RCの［殺処分0ゼロ、動物保護施設へ
の援助］でした。RCが動物に対する奉仕活動が少
ない中、弱い立場の生き物に目を向けた活動で
した。動物虐待、青少年犯罪の予防にも繋がるで
しょう。意義ある奉仕賞の受賞、おめでとうござ
いました。 

 私の年度はwith coronaで残り後少しで終えま
す。豊岡年度の最後はafter coronaで迎えられ
るますよう祈願いたします。 

 浅学非才な私をこの立ち位置で最期まで務め
る事をお許しくださった事、多くの事を学ぶ機会
を与えて頂きました事に深く感謝申し上げます。 

 そして、会員の皆様、ご家族の皆様の健康と
益々のご繁栄を祈念いたしまして最後のガバ
ナーからのメッセージとさせていただきます。 
 

感謝 合掌 

地区大会記録紙の表紙 京都の絵師に描いてい
ただいた藤の花と蝶々着物の帯と掛け軸 



分区１ 菅根 清 （田辺はまゆうRC所属）  

 早いものであと一か月で年度が終わります。仕事の内容を何も知らないままガバナー
補佐になり、右往左往しているうちに終わりを迎えたという印象です。しかし、この一年で
感じたことがあります。まず一番目は、ガバナーの仕事は激務だという事です。ほとんど
の時間を地区のために使い、新型コロナにかかるリスクを負いながら公務をこなしてい
る、そしてその仕事ぶりはとても地味なものでした。二番目は、お会いしたクラブの方々
が、とても熱心に自分のクラブのために働いているという事です。新型コロナの影響で例
会開催もままならない状況で、「奉仕」を合言葉に、自らのクラブの仕事をこなしていま
す。その姿には、頭が下がる思いでした。第一分区のガバナー公式訪問は例年の半分ほど
の日程で終わることができました。 

 今回、地区の仕事をさせていただき、ロータリー活動のもう一つの側面を体験することができました。自分のク
ラブの例会だけの毎日から、ロータリーをもう一つ違った視点から見ることができました。この経験は今後の活動
に役立つように思います。 

 第一分区は田辺から新宮まで地域的に広い範囲をカバーしています。地区と各クラブのコミュニケーションが
疎遠になりがちですが、そのハンディを乗り越えて活動していければ良いと考えます。今回は非常に良い経験を
させていただきました。ありがとうございました。 
 

分区２ 丸山 信仁 （御坊RC所属）  

 今期、コロナ禍の中、2回目のガバナー補佐を経験させていただき、誠にありがとうご
ざいました。年度当初、各クラブのクラブ協議会に出席させて頂きました。海南3クラブで
は合同清掃奉仕が協力して行われると聞きました。有田3クラブでは第一例会で各クラブ
の会長・幹事が祝辞をお互いに交換し合い、今年度の船出を祝いました。御坊3クラブは、
ガバナー訪問合同例会を行い、ガバナーアドレスを拝聴しました。各クラブでは、様々な
工夫を凝らして例会運営を行っています。藤井ガバナー公式訪問例会で同行させて頂
き、女性的な心配りを持って、ＲＩ会長の方針を柔らかく端的に、各クラブで説明されていま
した。 

 私が、今期一番印象に残ることは、橋爪会長のパフォーマンスをネットで拝見し、一年間
のやる気が強烈に伝わってきました。 

 一番残念なのは、海南東クラブが2021年4月18日に企画していた分区2組のインターシティーミーティング（ＩＭ）
がコロナの為開催中止になったことです。海南東ロータリークラブ田岡幹事には、諸々の手配にご尽力頂き感謝
いたします。 

 私自身、9クラブの例会に温かく迎えて頂き、沢山の情報を頂きました。この経験をホームクラブに持ち帰り、役
立てればと考えています。藤井ガバナーに、分区2組のガバナー補佐に任命頂いたこと、感謝します。 
 

分区３ 木綿 紀文 （和歌山RC所属）  

 第三分区を担当させて頂きました木綿です。当時の藤井エレクトからガバナー補佐の
お話しを頂き、「はい、喜んで！」とお引き受けをさせて頂きましたが、地区での経験が殆
ど無いことで不安だらけのスタートでした。しかし、藤井ガバナー始め地区役員の皆様の
暖かいお力添えでなんとか１年を終えることが出来そうです。 

 第三分区のガバナー公式訪問日程は７月からスタートするので事前に各クラブの協議
会への出席は５月６月に集中したことは幸いでした。と、言うのは７月に入ってから間もな
く、不覚にも不摂生の為、入院することになってしまい、肝心なガバナーのクラブ訪問に
は殆ど同行させて頂くことが出来ませんでした。その後、名誉挽回をと思っていました
が、新型コロナウィルスの猛威のお陰で殆どの地区行事が中止に追い込まれたので、挽
回もままならないまま、１年が終わろうとしています。 

 藤井ガバナー始め、地区役員の皆様、各クラブの会長・幹事の皆様、全てのロータリアンの皆様、そして地区事
務局の皆様には温かいご協力・ご支援を賜りました事、心より感謝申し上げます。１年間ありがとうございました。 

 

 

 

「一年を振り返って」 ガバナー補佐の皆さん 



分区４ 澤田 雅之 （粉河RC所属）  

 藤井ガバナー年度に補佐という大役を仰せつかり、分区のため、地区のためにお役に
立っていけるか一年間心配でした。これもひとえに皆様方のおかげだったと思っておりま
す。 

 昨年は、中国湖北省武漢市から発生した新型コロナウイルス感染症が世界中で大流行
し、我が国においても二度にわたり緊急事態宣言が発出され、人の往来が制限されまし
た。特に、会議やイベント等、人の集まるいわゆる「三密」を避けるよう要請されました。ま
た、マスクの着用が義務付けられた一年でした。この新型コロナウイルスの感染拡大は、市
場経済にも影響を与え、この先の見通しが付かない状態が続きました。今年に入りワクチ
ンが世界中に出回り始め、日本においても三月から医療従事者を中心に接種が始まりまし
た。国民全てが接種できるのは今年の後半になるものと言われており、一日も早い接種が

待望されます。しかし、ワクチン接種を終えても従来通りの生活様式が取り戻せるとは思えず、マスクの着用とう
がいの励行が続くものと思われます。昨年からのコロナ騒動でロータリーの各種会合、活動、世界大会までもが中
止となり、本当に残念に思えてなりません。 

 最後にいろいろとご協力いただいた全てのロータリアンの皆様に感謝致します。本当にありがとうございました。 
 

分区５ 岩間 總一郎 （松原RC所属）  

 コロナ禍での活動の1年でした。第5分区におけるガバナー補佐としての役割はあまり果
たせていません。   ガバナー公式訪問は、2020年7月羽曳野RCに始まり、11月末までの
訪問は6クラブとなり、3クラブは訪問中止となりました。ZOOM会議の例会が2クラブで開
催。ZOOM会議は、私にとっては人生で初めての経験でその効果・役割を十分に勉強。今後
はこのようなバーチャル会議が日常になるでしょう！が、運用上の技術的な問題を十分
にコントロールできる人材が必要でしょう！ 

 ガバナー補佐会議は参加者25～26人程度ですが、ZOOMでうまく運用されていますが、
その背景には、画像上に見える参加者との交流が過去に十分あったからだと思われます。 

 コロナ禍での1年でしたが、訪問できたクラブは、ロータリ―精神に燃えておられる会員
が多数拝見できてうれしかったです。身近に藤井ガバナーの活動を見て、あの凄いエネルギーがどこから湧くの
か！パンデミック状況にある日本で、ロータリー活動の占める役割・存在感をガバナー補佐（就任を松原クラブよ
り御推挙）の立場で、身近に勉強させていただきました。この経験を、今後の“ロータリー活動”に十分生かせます。
ありがとうございます。 
 

分区６ 雪本 栄 （岸和田RC所属）  

 ２０２０～２１年度のガバナー補佐を拝命して、その１年が終わろうとしております。今年度
は、新型コロナウイルスの流行によりロータリー活動に多大な影響がありました。地区を含
めそれぞれのクラブの事業や例会等が中止になったり、オンライン開催となったりしまし
た。感染症防止の意味からいろいろな知恵や工夫が必要とされ、仕方のないことだと思
います。限られた環境のなかで、何ができるかを考えさせられた一年であったと感じまし
た。様々な事柄についてベストを目指すのですが、何がベストなのかを見極めるのはとて
も難しいので、より、ベターな選択はどうなのかを考えることが大切だと感じました。そう
いう意味から、私自身、この一年の経験を生かして次年度からのロータリー活動に取り組
んでいければと思っております。環境の変化や事業運営等の様々な状況に適応し、対応し
ていかなければならないことが重要となることから、益々、地区や各クラブの役員の方々

のリーダーシップが求められることでしょう。 

 今年度の地区スローガンは《ロータリーと共に寄り添い奉仕の扉を開こう》「今在る自分のお陰様に感謝し、救
いを求める声に寄り添いロータリーと共に（友と）奉仕しましょう。」でした。いろんな場面で藤井ガバナーのこの
思いを強く感じましたが、どれだけお役に立てたのかという疑問が拭えない思いが強く、申し訳ない気持ちでおります。 

 最後に、藤井ガバナーをはじめ地区役員の皆様、第６分区のクラブの会長、幹事、メンバーの皆様には、素晴らし
い出会いと貴重な経験をさせていただき心から感謝申し上げます。一年間、ありがとうございました。 



分区７ 谷 宗光 （和泉RC所属）  

 世界中でコロナウィルスの蔓延が、叫ばれアッと言う間に１年以上が過ぎてしまいまし
た。私達の社会生活も未曽有の損害被っていることは、ご承知の通りでございます。 

 各ロータリークラブの活動においても、地区の事業においても例外ではありませんが、
私達は立ち止まって嘆いているだけではありません。 

 高野山でのポリオ根絶及び、新型コロナウィルス感染終息祈願法会や、Ｗｉｔｈコロナ対策
として行っているＺｏｏｍでの会議。浪切ホールでの地区大会では、ジュディ・オング氏や、
2660地区パストガバナーの山本博史様（大阪南RC）をお迎えし、シッカリとした大会を開
催し会員皆様にはＹｏｕＴｕｂｅ配信で参加頂く様に行いました。 

 2020～2021藤井年度は、試行錯誤をしながら地区と各クラブが、これからもより元気
に！能動的に！活発に！地域に発信して行く礎になる1年であったと感じとおります。 

 次年度は、コロナが終息し落ち着いた中にも活気がある世の中になります様又、各クラブ地区が更にパワー
アップします様に。 
 

分区８ 中野 一郎 （堺清陵RC所属）  

 藤井ガバナー年度も残すところ1か月となりましたが、各クラブの皆様におかれまして
はどのような1年間だったでしょうか？コロナ禍においての例会のあり方や会員同士の親
睦そして奉仕活動に各会長、幹事様は随分と頭を痛めたと思います。 

 私が担当致しました8分区ではクラブ協議会に伺った際には既にリモート例会やハイブ
リット式の例会開催の準備をされているクラブが数クラブあり、下期においては多くのク
ラブがこの方式を採用されております。 

 皆様にお会いできることを心待ちにしておりました地区大会も地区役員のみの参加で
ユーチューブ配信となり少し淋しい思いでした。地区内の会議も下期においてはズームに
て審議する形となっておりますが、この点においては、和歌山にあるガバナー事務所に集
合せずに済み私個人の考えでは今後もこの形式で良いのではないかと考えております。

（交通費の節約や参加される地区役員の方々の時間の制約も負担を減らすことが出来る）又、地区研修協議会に
おいてもリアルで開催するのが理想ですが、リモートであれば何度も見直すことが可能なので費用面も考えてメ
リットはあるように思います。藤井ガバナー初の公式訪問は、私担当の7月14日の堺東ロータリークラブでしたが
ガバナーアドレスの際、途中から壇上より降りられ会員1人1人に声を掛けられる様子が印象的でした。 

 私の担当クラブは10クラブですが、殆どのクラブが通常例会にて大歓迎で公式訪問をお迎え頂きました。叉そ
れに答えるようにクラブの実情に沿った的確なガバナーアドレスをされる藤井ガバナーに感銘いたしました。おそ
らく他のガバナー補佐の皆様も同様にお考えではないかと思います。簡単に1年を振り返ってみましたが、担当ク
ラブには最低4回伺いたいと当初考えておりましたが叶わなかったことが心残りです。次年度の8分区担当ガバ
ナー補佐の西谷様に期待するとともにエールを送ります。 



会員の多様な経験が生かされた、イタリ
アでのワクチン接種キャンペーン 

 リカルド・デ・パオラさんは、イタリアにおける新型コ
ロナワクチンの供給増加に伴い、予防接種会場での
接種活動とスタッフ管理を求める多くの声が上がる
ことを見越していました。彼はベロナ地域で働く医
長たちと連絡をとり、クラブがどのように支援できる
か聞き取りを始め、政府パートナーとなれるボラン
ティアの動員に取りかかりました。 
 デ・パオラさんはイタリア第2060地区のパストガバ
ナーです。2020年後半に多くの医長と相談し、ワク
チン接種会場を設置・運営するボランティアの圧倒
的な必要性を把握しました。そこで現地区ガバナー
であるディエゴ・ヴィアネロさんと共に、地区内91クラ
ブからボランティアを募りました。 
 「私たち会員は、さまざまな職業を通じて多様な
専門知識や経験を積んでいますから、それらをあら
ゆる場面で最大限に役立ててもらいたいのです」
と、デ・パオラさんは話します。そうして彼は、2020年
6月、コロナウイルス関連の奉仕を主な目的として掲
げる、Marco Polo Passport D2060ロータリークラブ
の創立会員となりました。 
 2021年1月のボランティア募集の呼びかけから一
週間、150名以上のロータリアンとローターアクター

から申し出がありました。現役
または引退した医師や看護
師、それに救急隊員などが含
まれます。これらボランティア
は、ワクチン接種を受け、都市
ごとに異なる実施要綱を学
びました。 
 ボランティアの何名かはワ
クチン管理のために保険に加
入しました。デ・パオラさんと
ヴィアネロさんは保険業者と
協力して、引退した医師4名へ
の補償を整えました。同じく各
市町村とボランティア間の同
意事項を見直すための弁護
士の有志グループを作り、必

要に応じて法的支援が行えるようにしました。 
「会員の中には保険証書や各種書類を承認できる公
証人もいました。私たちは単なるボランティアでは
ありません。自分たちが活動している企業・団体やそ
のリソース、そしてこれまでに積み上げてきた経験
をすべて生かして信頼を築いています」 
 
「私たち会員は、さまざまな職業を通じて多様な専
門知識や経験を積んでいますから、それらをあらゆ
る場面で最大限に役立ててもらいたいのです」 
 
 会員は4つのグループに分けられ、午前と午後の
シフトを担当し、患者のデータ入力やボランティアの
調整を行いました。また、資格を有している人はワク
チン接種も行いました。 
 迅速で効率良いボランティアの働きを見て、現地
医療当局は、地域内すべての新型コロナワクチン接
種のスケジューリング、シフト調整、情報整理、報告を
含むボランティア担当分野にロータリー地区を据え
ました。 
 デ・パオロさんによると、その後に地元衛生当局の
責任者により、ワクチン接種数の増加と目標達成に
おけるロータリーの活躍が認められ、称賛を受けた
とのことです。 
 「タスクフォースのボランティアの名簿は400名を
超えました。活動時間は数千時間となり、100,000名
を超す地域住人がワクチン接種を受けました」とデ・
パオラさん。ロックダウンの解除によって、この数は
さらに増えることが期待されます。 
 この活動は現在、イタリアの全地区で採用されて
います。デ・パオラさんとヴィアネロさんは、この活動
が今後の先駆けとなるよう、ロータリーの「End Polio 
Now」にならい、「WE STOP COVID」（新型コロナ阻止）
を提唱しました。ワクチン接種会場で活動するボラン
ティアは、ロータリー会員ではなくても、このバッジ
とピンを付けています。 
 この歴史的な活動は、ロータリーに対する国民の
認識向上にもつながったと、ヴィアネロさんは話しま
す。「地域社会は今、ロータリーがもたらすインパクト
を目の当たりにしています。これが、ロータリークラ
ブの新たな力となるでしょう」 

イタリア第2060地区は新型
コロナウイルスのタスク
フォースを設立。数百名の
ボランティアを有し、多くの
ワクチン接種会場で会員の
専門知識を有効活用してい
ます。この新型コロナの予
防接種キャンペーンは同国
のほかの地区でも採用され
ています。 



地区ローターアクト 第39回年次大会 

 地区ローターアクト(代表 原谷明子可:松原RAC)は、5月30日午後2にから、和歌山市のけ
やきONE4F会議室を拠点にZOOMで「2020-2021年度の地区年次大会」を開きました。 

 地区からは、藤井ガバナー、豊岡ガバナーエレクト、高橋ローターアクト委員長らが出席し、
各アクトクラブ(河内長野RAC •岸和田RAC •御坊RAC •堺RAC •富田林RAC •松原RAC •
和歌山東南RAC)から、活動報告の発表がありました。 

 このほか、講師に富澤 裕美子様を迎えて、基調講演が行われたほか、表彰式•卒業式•感
謝状授与•地区役員交代式を行いました。 



第12回ガバナー補佐・幹事合同会議  

 地区は、５月１５日（木） Zoomでガバナー補佐・幹事合同会議を開催しました。協議事項は、

以下のとおりです。 

①ガバナー案件 

 ・国際ロータリー第2640地区 地区ビジョン 

 ・2020-2021年度下半期 地区賦課金入金状況 

 ・財団年次基金納入状況 

 ・米山寄付金納入明細 

 ・その他 

②ローターアクト委員会 

 ・事業計画：第３９回地区年次大会 変更 

③ロータリー財団委員会 

 ・事業報告：財団補助金管理セミナー 

④ＲＬＩ委員会 

 ・事業計画：2021学年度 DL研修会 



創立60周年記念事業「学びの高野街道プロジェクト」 

河内長野ロータリークラブ 

河内長野ロータリークラブ（会長 道簱 弘明）は、1961年3月

に誕生し、先輩諸氏の活動の継続がこの60年の歩みとなり今

日に至っております。親クラブの橋本ロータリークラブの指導

を受けながら、地域に根ざした活動に果敢に取り組んできた

先輩ロータリアンの姿に思いを馳せ、これまで当クラブに関わ

り頂いた皆様に感謝申し上げます。 

河内長野市は、和歌山県の世界遺産「高野山霊場」と堺市の

世界遺産「仁徳御陵」を結ぶ高野街道全行程約50kmのうち約

16kmもの道のりが縦断している町で、西高野街道、中高野街

道、東高野街道の三つの街道は、当市で合流し、一本の高野街

道となっています。 

当クラブ誕生以来、創立45周年では駅前に高野街道の石碑

を、創立50周年では三日市宿の油屋跡の石碑を建立してきま

した。そして、今年度、創立60周年を迎えるにあたり、あらため

て高野街道を網羅する「学びの高野街道プロジェクト」を立ち

上げました。街道の歴史を楽しく学べるようにウェブサイトを

開設し、誰もが街道を歩けるように、交差点など150箇所あまり

の地点に道標を設置しました。 

このプロジェクトは、地域の団体や地元のあらゆる世代を巻

き込んで進めていきました。具体的には、①市との合同事業と

して認定。②街道ルートに関わる地元の6つのまちづくり協議

会の協力。③地元の郷土研究家の指導、協力。④地元のICTエン

ジニアによるウェブサイト開設。⑤英語のウェブサイトページ

への河内長野市国際交流協会の協力。⑥事業周知ポスター等

に使用するイラストを地元の府立高校美術部より提供。⑦南海

電鉄高野線各駅や地元の郵便局でのポスター掲出協力。など

が挙げられます。多くの人が当市を訪れ、高野街道の歴史を学

びながら街道歩きを楽しんでくれることを願います。 

コロナ禍のなか、記念式典・記念講演会等は開催できません

でしたが、多くの方々のご協力、ご支援をいただいて、このよ

うな記念事業が遂行できましたのは、60年という年月の歩み

のなせる技なのかもしれません。このプロジェクトに取り組む

中で感じた創立60年という歴史と伝統の重みを未来につない

でいくために、これからも奉仕を通じて地域に恩返しをしてま

いります。 

 



"Life-saving mother and baby" project 
(母と子の命を救うプロジェクト) 

堺北ロータリークラブ 

 今年度、当クラブでは、グローバル補助金を活用し、友好クラブのノンケームロータリークラブ
（RI3350地区 タイ王国）との協同プロジェクト「母と子の命を救うプロジェクト」を行いました。 

 タイの貧困地域バンジャイ・エリアでは、毎年500人の妊婦がバンジャイ病院Bangyai Hospital）の
分娩室で出産を行っていますが、無事に出産しても新生児が未熟児や低体温などの問題で死亡す
るケースや、医療機器が揃っていないが故に、障害を負うケースもあるようです。医療機器が整っ
ている日本では考えられないことですが、多くは救われる赤ちゃんの命です。 

 そのような不安を抱えるバンジャイ・エリアの妊婦達から、何とか医療機器を整えて欲しいと多く
の要望が寄せられていることを知り、病院に必要な医療機器を購入、設置を行い、看護師に使い方
の勉強会やセミナーを開催し、安全な運用が出来るよう、また医師や看護師を通じて妊婦へ説明
を行うことで、安心して出産が迎えられるようにするプロジェクトを立ち上げました。 

 しかし、新型コロナウイルス（COVID-19）の影響で、深刻なパンデミックのため、当初の計画通りに
いかず、遅れながらも4月28日（水）ようやく病院へ医療機器の引き渡しを行いました。今回はバン
ジャイ病院（Bangyai Hospital）への医療機器の引渡しのみで、本来予定していた医療機器を使用す
る為の医療関係者へのトレーニングプログラムを開催することが出来ませんでした。医療関係者と
高齢者へのワクチン接種が終わり、新型コロナウイルスが落ち着いてからトレーニングプログラム
を行う予定です。 

 上記贈呈式には我々堺北RCも有志を募って参加する予定でしたが、現地に向かうことができ
ず、非常に残念ではありましたが、友好クラブのノンケームRCのメンバーたちが、このコロナ禍の
中、現地調査、贈呈式をご苦労されながらも進めてくださったことに感謝いたしたいと思います。 

 医療機器については、次の通りです。 

① 2ユニットの保育器（Infant Radiant Warmer）。 

  出産直後の赤ちゃんの体温を適温に保ち維持す
る装置。 

② 1ユニットの胎児心電計。胎児の心拍数とリズム
を確認し、胎児の健康状態を確認する装置。 

③ 分娩室で使用した天井取付型検査ライト1台。 



小学校に図書寄贈 

有田2000ロータリークラブ 

 有田2000ロータリークラブ（会長 川島 信治）は、５月20日、湯浅町立田栖川小学校に図

書寄贈として、10万円を寄贈いたしました。 

 この活動は、社会奉仕委員会が中心となって、毎年の恒例行事として、各市町村の小学

校を順番に回り、子供たちに、たくさんの本に興味を持ってもらい、読む楽しさを知ってもら

えるよう、図書の寄贈を行っています。 

 今年は、田栖川小学校の前田 和也 校長先生を会長、幹事、社会奉仕委員長らが訪問し、

直接、寄贈しました。 

 田栖川小学校は、「知・徳・体の調和のとれた、人間性豊かな児童の育成」を目指し、校区

は、同町の栖原地区（本校）と吉川地区（分校）に分かれ、美しい海あり、山ありと自然環境に

恵まれた地域です。全校生徒 44名 。「子供たちは、本が大好きです」と、大変喜んでくれま

した。 

 



教師を目指す学生と共に農作業 
K.高野街道RCスマイルファームにて 

河内長野高野街道ロータリークラブ 

 2021年6月8日、体験を軸にした学びで、地域や教育現場で活躍できる教育実 践力・人間

力を育むことを目標に掲げ、2021年4月にスタートした 「日本初」の本格的体験学習を行う

高野山大学教育学科の農業体験を当クラブの野外例会場である K.高野街道RCスマイル

ファームで開催しました。 

 高野山大学教育学科の地域支援指導

員を務める当クラブ 飯阪 保 会員の指

導のもと、今年入学した第1期生の学生

らが当クラブ会員と共に汗を流した。 

参加した学生からは「こういう体験は教

師になってからも役に立つと感じた」、

「楽しく頑張りたい」などの声が聞かれ

ました。当クラブの太田 光治 会長から

は、「ロータリーの奉仕の精神を体現す

るに相応しい活動になった」と感想を述

べました。 



 日頃よりロータリー財団をご支援くださっている皆さまに、心から御礼申し上げます。支援を必要とする地
域社会に変化をもたらすことができるのは、皆さまからの温かいご支援のおかげです。 

 財団へのご寄付により、さまざまなプロジェクトが可能となります。 

・パプアニューギニアで平和を推進し、安全な水と衛生設備を提供 

・タンザニアの子どもたちが学校に通えるよう支援 

・世界中のロータリアンが、疾病予防と治療の分野での知識を生かして新型コロナワクチンの取り組みを支援 

・グアテマラの母と子が健康的な食料を得られるよう支援 

・アフリカ地域での最近のポリオ根絶認定を足がかりに、ポリオのない世界を目指す取り組みを継続 

・台湾などの国々で農家に有機農業の手法を指導し、環境を保護 

 これらのプロジェクトは、皆さまからのご支援なしには実現しません。これからも地域社会と世界に変化を
もたらしていくために、今一度ご寄付をご検討いただければ幸いと存じます。財団への引き続きのご支援を
何とぞよろしくお願い申し上げます。 
 

心を込めて 

ロータリー財団 

https://msgfocus.rotary.org/q/1tu0WAxL4qG380R9O5WHgup2/wv 

https://msgfocus.rotary.org/q/1tu0WAxL4qG380R9O5WHgup2/wv


 5月25日(火)、「日本のロータリー100周年を祝う会」の式典と祝賀会がyoutubeで
配信されました。 以下のURLからご覧になれます。 

        https://www.youtube.com/watch?v=n0S389tUijw 

https://www.youtube.com/watch?v=n0S389tUijw
















 

 

  ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に活かせて

もらうため、情報収集に努めています。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 具体的には、記念

事業や特別例会、クラブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、 同好会等）や会員増強等、職

業奉仕（講演会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、福祉・教育支援事業等）、国際奉仕

（友好クラブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少年奉仕（青少年交換、インターアク

ト、ローターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー財団、米山記念奨学会等の活動などの

案内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 また、ご提供いただける情報は、文書面、 資料、写

真をＦＡＸ、封書等又はメールでガバナー事務所へご連絡ください。 月信では、引き続き、国際

ロータリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集等、紙面の充実に努めてまいり

ます。 ご協力、よろしくお願いします。                （地区 ＩＴ・ガバナー月信委員会）  

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

http://rid2640g.com/fujii/ 

e-mail: fujii@rid2640g.com 

                

                  JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


